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Ⅰ．緒　言

2019 年現在，我が国の看護系大学院数は 200 を越え （日
本看護協会出版会，2019，pp. 197-199），看護職者が修士，
博士の学位を取得したり，専門看護師資格をはじめとする
高度実践看護に必要な能力を修得したりするための門戸が
拡大している。しかし，看護職者個々人にとって，大学院
進学機会の獲得は，必ずしも容易ではない。
先行研究（高田ら，2014；澤田ら，2012； 江口ら，

2011）は，看護職者の多くが，看護実践能力の向上や研究
方法の修得，学位取得等を目指して看護系大学院進学を希
望しているものの，その実現に向けて経済的問題，仕事や
家庭との両立等を課題としていることを明らかにした。し
かし，これらの研究は，特定の地域（高田ら，2014；澤田
ら，2012）や特定の教育機関の関連施設（江口ら，2011）
に就業する看護職者に焦点を当てていた。また，政策医療
を担う看護職者に焦点を当て，その大学院進学への意向を
調査した研究は確認できなかった。

政策医療とは，国民の健康を守るために国がその医療政
策を担うべき医療である（厚生労働省，2004）。この政策
医療は，国立高度専門医療研究センター（National 
Research Centers for Advanced and Specialized Medical Care, 
NC），国立病院機構（National Hospital Organization, NHO）
等がその任を担い，多様な活動を展開している。これら
NC，NHO等は，かつて国立病院・療養所であったという
歴史的背景をもち，現在も，看護職者の人事交流をはじ
め，密接に連携して政策医療に資する活動を展開してい
る。このことは，これらの医療機関が固有の組織風土や文
化を醸成することにつながっており，そこに就業する看護
職者の大学院進学への意向は，他組織に就業する看護職者
とは異なる特徴をもつ可能性がある。
そこで，本研究は，政策医療を担う医療機関に就業する

看護職者に焦点を当て，その大学院進学への意向の解明を
目指した。このような本研究の成果は，政策医療を担う医
療機関に就業する看護職者の大学院進学やそれを含むキャ
リア発達への支援を検討するための基礎資料となる。看護
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職者にとって，大学院進学による修士，博士の学位取得
は，高度な学識と実践能力の修得につながる（看護系大学
協議会，2019）。したがって，本研究は，政策医療を担う
医療機関におけるそのような看護職者の確保，そのような
看護職者による看護のさらなる発展，人々への良質な看護
の推進に寄与する。
なお，大学院進学への意向は，大学卒業の有無により異

なる可能性がある。そこで，本研究においては，対象者を
短期大学・専門学校等卒業者と大学卒業者の 2群に分け，
両群の回答の比較も行った。

Ⅱ．研究目的

政策医療を担う医療機関に就業する看護職者の大学院進
学への意向を解明し，それらの看護職者の大学院進学や
 キャリア発達への支援に関わる課題を検討する。

Ⅲ．研究方法

1．データ収集
Survey Monkey社のWebアンケート・サービスを利用し

て，インターネット調査を実施した。具体的には，まず，
政策医療を担う医療機関である全国の NCと関東圏の
NHO全 32 病院の看護部長に研究協力依頼状を送付した。
依頼状には，研究目的，方法，協力を依頼する内容，利
益・不利益，任意の研究参加と同意撤回，個人情報の取り
扱い等を明記した。依頼状に示すWebリンクを開き回答
する方法，電子メールにより回答する方法のいずれかを選
択し，諾否の回答を依頼した結果，32 病院すべての看護
部長から同意を得た。
そこで，これら 32 病院に就業する看護職者全 960 名に

対し，看護部長を通して「インターネット調査への協力依
頼状」を配布した。この依頼状には，研究目的，方法，利
益・不利益，任意の研究参加と同意撤回，個人情報の取り
扱い等とともに，同意を得られる場合は，同書面に明記し
たWebリンクを開き，IDとパスワードを入力により質問
項目にアクセスして回答を依頼したい旨を明記した。調査
期間は，2017 年 12 月 15 日から 2018 年 3 月 31 日まであっ
た。
調査項目は，先行研究と筆者等の経験に基づき作成し

た。具体的には，対象者背景（年齢，性別，臨床経験年
数，職位，所属部署），将来の希望（目標・希望，大学院
進学希望の有無），キャリアに関わる制度・資格の知識
（非大学卒業者も出願資格審査により大学院受験機会を得
られることの認知状況，専門看護師と認定看護師の役割や
実際の違いの認知状況，両者の教育の相違の認知状況），
大学院進学実現に関わる事項（学習を希望する分野，進学

時の就業希望状況，大学院選択時に重要視すること，進学
時の休職制度利用希望状況，進学に関する現在の不安事
項，進学実現に向けての課題，探究したい研究課題の明確
さ）である。 いずれも選択回答式質問とし，調査項目全体
の内容的妥当性は，共同研究者間の検討を重ね，確保し
た。

2．データ分析 
収集したデータは，IBM SPSS Statistics V24.0 を用い，

統計学的に分析した。具体的には，記述統計量の算出，χ
2 検定を行った。有意水準α＝ 0.05 とした。

3．倫理的配慮
本研究は「人を対象とする医学系研究に関する倫理指

針」および「看護研究における倫理指針」を遵守し，国立
国際医療研究センター倫理審査委員会の承認を得て実施し
た（承認番号 NCGM-G-002336-00）。また，開示すべき
COIはない。

Ⅳ．結　果

「インターネット調査への協力依頼状」を配布した看護
職者 960 名のうち，379 名（回収率 39.5％）から回答が
あった。このうち修士，博士の学位を取得しておらず，職
位がスタッフ看護師，副看護師長，看護師長のいずれかで
ある者全 367 名の回答を有効回答として選別し，分析し
た。また，この 367 名のうち看護系大学卒業者は 77 名
（21.0%），看護系短期大学卒業者は 11 名（3.0%），看護専
門学校卒業者は 270 名（73.6%），高等学校専攻科卒業者
は 9 名（2.5%）であった。そこで，看護系大学卒業者を
「大卒群」（77 名），後三者を「短大・専門等卒群」（290
名）とし，2群間の比較に用いた。

1．対象者の背景（表 1）
1）年齢
年齢は，25 歳から 29 歳が 78 名（21.3%）と最も多く，

以下，35 歳から 39 歳が 62 名（16.9%），25 歳未満が 54
名（14.7%）等であった。χ2 検定の結果，「大卒群」と
「短大・専門等卒群」の年齢には有意差があり（p<0.001），
前者は後者よりも年齢の若い者が多かった。

2）性別
性別は，男性が 52 名（14.2%），女性が 315 名（85.8%）

であった。χ2 検定の結果，「大卒群」と「短大・専門等
卒群」の性別には有意差がなかった。
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3）臨床経験年数
臨床経験年数は，15 年以上が 114 名（31.1%）と最も多

く，以下，5年以上 10 年未満と 10 年以上 15 年未満が 66
名（18.0%），1年以上 3年未満が 60 名（16.3%）等であっ
た。χ2 検定の結果，「大卒群」と「短大・専門等卒群」
の臨床経験年数には有意差があり（p<0.001），前者は後者
よりも臨床経験年数の短い者が多かった。

4）職位
職位は，スタッフ看護師が 287 名（78.2%）と最も多く，
副看護師長が 61 名（16.6%），看護師長が 19 名（5.2%）

であった。χ2 検定の結果，「大卒群」と「短大・専門等
卒群」の職位には有意差があり（p<0.05），前者は後者よ
りも副看護師長，看護師長の職位にある者が少なかった。

5）所属部署
所属部署は，病棟（夜勤あり）が 290 名（79.0%）と最

も多く，以下，手術室が 26 名（7.1%），看護部が 18 名
（4.9%）等と続いた。χ2 検定の結果，「大卒群」と「短大・
専門等卒群」の所属部署には有意差がなかった。

表 1．対象者の背景
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2．将来の希望（表 2）
1）将来の目標・希望（複数回答）
 「将来の目標・希望」は，「定まっていない」が最も多く
135 名（36.8%）であり，次が「ゼネラリストとして仕事
を続けたい」（97 名，26.4％），以下，「看護管理に携わり
たい」と「認定看護師の資格を取得し，特定分野の専門家
として活動したい」（59 名，16.1%），「訪問看護に携わり
たい」（57 名，15.5%），「実習指導を通して学生の教育に
関わりたい」（52 名，14.2%）等と続いた。χ2 検定の結果，
「認定看護師の資格を取得し，特定分野の専門家として活
動したい」「専門看護師の資格を取得し，特定分野の専門
家として活動したい」「大学や短期大学の教員になりたい」
の回答は，「大卒群」と「短大・専門等卒群」に有意差が
あり（p<0.05, p<0.05, p<0.001），前者は後者よりも多かっ
た。

2）大学院進学希望の有無
大学院進学希望の有無は，「あり」が 106 名（28.9%），

「なし」が 261 名（71.1%）であった。χ2 検定の結果，「大
卒群」と「短大・専門等卒群」の大学院進学希望の有無に
は有意差があり（p<0.001），前者は後者よりも「あり」が
多かった。

3．キャリアに関わる制度・資格の知識（表 3）
1）非大学卒業者も出願資格審査により大学院受験機会
を得られること

非大学卒業者も出願資格審査により大学院受験機会を得
られることは，「知っている」が 144 名（39.2%），「知ら
ない」が 223 名（60.8%）であった。また，非大学卒業者
である「短大・専門等卒群」290 名のうち「知っている」
は 116 名（40.0%）であった。χ2 検定の結果，「大卒群」

表 2．将来の希望

表 3．制度・資格に関する知識
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と「短大・専門等卒群」のこの認知状況には有意差がな
かった。

2） 専門看護師と認定看護師の役割や実際の職務の違い
専門看護師と認定看護師の役割や実際の職務の違いは，

「知っている」が 205 名（55.9%），「知らない」が 162 名
（44.1%）であった。χ2 検定の結果，「大卒群」と「短大・
専門等卒群」のこの認知状況には有意差がなかった。

3）専門看護師教育と認定看護師教育の違い
専門看護師教育と認定看護師教育の違いは，「知ってい
る」が 176 名（48.0%），「知らない」が 191 名（52.0%）
であった。χ2 検定の結果，「大卒群」と「短大・専門等
卒群」のこの認知状況には有意差があり（p<0.05），前者
は後者よりも知っている者が多かった。

4．大学院 進学実現に関わる事項（表 4）
2 － 2）に述べたとおり，本研究の対象者 367 名のうち

「大学院進学希望あり」は，106 名（28.9%）であった。そ
こで，大学院進学実現に関わる事項の探究に向け，この
106 名の回答を分析した。

1）学習を希望する分野（複数回答）
大学院に進学し学習を希望する分野は，がん看護学が

30 名（28.3%）と最も多く，次いで，看護管理学が 25 名
（23.6%），以下，看護教育学が 21 名（19.8%），成人看護
学と精神看護学が各々 20 名（18.9%）等であった。χ2 検
定の結果，「大卒群」と「短大・専門等卒群」の学習を希
望する分野には有意差がなかった。

2） 進学時の就業希望状況
大学院進学時の就業希望状況は，「一時的に離職して学

業に専念したい」が 32 名（30.2%），「できれば働きなが
ら学びたい」が 53 名（50.0%），「3．働きながら学びたい」
が 21 名（19.8%）であった。「大卒群」は，「一時的に離
職して学業に専念したい」（16 名，45.7%）が最も多く，
「短大・専門等卒群」は，「できれば働きながら学びたい」
（40 名，56.3%）が最も多く，χ2 検定の結果，2群間の大
学院進学時の就業希望状況には有意差があった（p<0.05）。

3）大学院選択時に重要視すること（複数回答）
大学院選択時に重要視することは，「希望する分野の学
習・研究ができる」が 78 名（73.6%）と最も多く，次い
で，「学費が安い」が 66 名（62.3%），以下，「在職のまま
進学できる」と「職場の支援が得られる」が各々 62 名
（58.5%）等であった。「指導を受けたい教員がいる」こと
を重視する者は，「大卒群」が 16 名（45.7%），「短大・専

門等卒群」が 9 名（12.7%）であり，χ2 検定の結果，両
群の間には有意差があった（p<0.001）。

4） 進学時の休職制度利用希望状況
進学時の休職制度利用希望状況は，「研究休職制度を利
用したい」が 41 名（38.7%），「研究休職制度を利用した
いが，難しい場合は自己研鑽休職制度を利用したい」が
38 名（35.8%）等であった。χ2 検定の結果，「大卒群」と
「短大・専門等卒群」の大学院進学時の研究休職制度，自
己研鑽休職制度の利用希望状況には有意差がなかった。

5）進学に関する現在の不安事項（複数回答）
大学院進学に関する現在の不安事項は，「学業と仕事の

両立」が 82 名（77.4%）と最も多く，次いで，「学費や生
活費などの経済面」が 81 名（76.4%），以下，「入学試験」
が 59 名（55.7%），「自己の学力」が 58 名（54.7%）等で
あった。「学業と仕事の両立」に不安を感じている者は，
「大卒群」が 22 名（62.9%），「短大・専門等卒群」が 60
名（84.5%）であり，χ2 検定の結果，両群の間には有意
差があった（p<0.05）。

6）進学実現に向けての課題（複数回答）
進学実現に向けての課題は，「入学試験合格に必要な学

力を身につける」が 82 名（77.4%）と最も多く，次いで，
「学費や生活費を確保する」が 80 名（75.5%），以下，「入
学試験や学生生活に関する詳細な情報を収集する」が 64
名（60.4%），「職場の上司の理解と協力を得る」が 55 名
（51.9%）等であった。χ2 検定の結果，「大卒群」と「短
大・専門等卒群」の進学実現に向けての課題には有意差が
なかった。

7）探究したい研究課題の明確さ
大学院に進学して探究したい研究課題の明確さを尋ねた

結果，「明確な課題がある」が 7名（6.6%），「漠然として
いるが課題がある」が 70 名（66.0%），「課題はない」が
29 名（27.4%）であった。χ2 検定の結果，「大卒群」と
「短大・専門等卒群」の探究したい研究課題の明確さには
有意差がなかった。

Ⅴ．考　察

本研究は，全国の NCと関東圏の NHO全 32 病院に就
業する看護職者であり，修士・博士の学位を取得しておら
ず，職位がスタッフ看護師，副看護師長，看護師長のいず
れかである者 367 名の回答を分析した。対象者の年齢，性
別，所属部署は多様であった。また，この 367 名を「大卒
群」と「短大・専門等卒群」の 2群に分けた結果，前者は
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表 4．大学院進学実現に関わる事項
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後者よりも，年齢が若く，臨床経験年数が少なく，スタッ
フ看護師である者が多かった。これは，近年の看護系大学
の増加に関連していると推察される。以下，このような対
象者の状況を前提とし，考察を進める。

 本研究の結果は，対象者の約 37%が，将来の目標や希
望が定まっていない状況にあることを明らかにした。看護
職者にとって，将来の目標が明確であることは，その自律
的なキャリア発達にとって重要であり（Donner &Wheeler, 
2004, pp. 35-36），この結果は，政策医療を担う医療機関に
就業する看護職者の多くが，その自律的なキャリア発達に
向け，将来の目標明確化を課題としていることを示唆す
る。
また，看護職者が，保健医療システムや就業環境等，看

護職者を取り巻く世界のさまざまな事項に関わる現状や将
来について，正確な情報を獲得していることは，将来の目
標の明確化を促進する（Donner &Wheeler, 2004, pp. 7-8）。
しかし，本研究の結果は，対象者の多くが，非大学卒業者
も出願資格審査により大学院受験の機会を得られるといっ
た情報，専門看護師と認定看護師の役割や実際，教育の違
いを知らないことを明らかにした。政策医療を担う医療機
関に就業する看護職者にとって，このような情報や知識の
獲得は，自律的なキャリア発達とそれにつながる目標明確
化に役立つ可能性がある。個々人が，看護職者を取り巻く
社会の動向に目を向け，現状や将来に関わる正確な情報を
獲得するとともに，自己の将来の目標を明確化できるため
の支援策検討は，今後の課題である。
また，本研究の結果は，対象者の約 29%が大学院進学

を希望していることを明らかにした。病院に就業する看護
職者を対象とする比較的最近の研究（神田ら，2014；高田
ら，2014；澤田ら，2012；江口ら，2011）の結果は，大学
院進学を希望する者の割合が，対象となった看護職者の
7％から 27％程度であったことを示す。本研究の対象者に
占める大学院進学希望者の割合は，これらを上回ってお
り，このことは，看護系大学院の増加，それに伴う大学院
を修了した看護職者の増加といった状況に関連している可
能性がある。
その一方，政策医療を担う医療機関に就業する看護職者

の中に占める大学院進学希望者の割合が，他組織に就業す
る看護職者のそれよりも高い可能性もある。前述したとお
り，政策医療は，国民の健康を守るために国がその医療政
策を担うべき医療であり，政策医療分野の看護を担う看護
職者は，高度な知識，技術，高い倫理性，さらには，科学
的かつ創造的に看護実践を変革していく能力を求められ
る。このような能力の修得に向けて，大学院における学習
は有益であり，このことが，大学院進学希望者の増加につ
ながっている可能性がある。すなわち，上述した本研究の
結果は，政策医療を担う医療機関に従事する看護職者が，

政策医療の意義や特徴を理解し，そこへの貢献を希求し，
大学院進学を希望している可能性を示唆する。大学院進学
希望者の約 70％が，就業を継続しながらの学習を希望し，
90％以上が研究休職制度もしくは自己研鑽休職制度の利用
による身分の継続を希望していたこともこれを支持する。
なぜならば，研究休職制度も自己研鑽休職制度も，大学院
修了後も現在の職場における就業を継続することが前提だ
からである。
しかし，研究休職制度や自己研鑽休職制度は，それを利

用できる看護職者数に限りがあり，希望すれば必ず利用で
きるというわけではない。政策医療分野の看護を担うこと
を価値づけ，就業を継続しながら，あるいは，元の職場に
復帰することを前提に大学院進学を希望する看護職者に対
し，その実現を支援する対策のさらなる充実が望まれる。
また，本研究の結果は，対象者が大学院進学に関し何を

不安に感じているか，大学院進学実現に向けて何を課題と
考えているかも明らかにした。これらの不安の解決や課題
の克服を支援することも，政策医療を担う医療機関に就業
する看護職者の大学院進学実現にとって有益である。
さらに，対象者を「大卒群」と「短大・専門等卒群」に

分けて各質問項目への回答を比較した結果は，「大学院進
学希望の有無」に有意差があり，前者は後者よりも大学院
進学希望者が多かった。また，今日，学校教育法第 90 条
（市川ら編，2019，pp. 114-115）の規定に基づき，大学を
卒業していない者も出願資格審査により大学卒業者と同等
の能力があると認められれば大学院受験資格を得ることが
できる。しかし，「短大・専門等卒群」の 60％はこの制度
を知らなかった。短期大学や専門学校を卒業して看護職者
になった者にとって，この制度の利用は大学院進学を容易
にさせる。短期大学や専門学校を卒業した看護職者に対
し，このような制度に関する情報の提供は，キャリア発達
に関わる選択肢として大学院進学を具体的に考える機会の
提供という観点から重要である。
また，本研究の結果は，進学する大学院を選択する際，

「大卒群」の約 83％，「短大・専門等卒群」の約 69％が，
「希望する分野の学習・研究ができる」ことを重視する一
方，「指導を受けたい教員がいる」ことを重要視する者は，
「大卒群」が約 46％，「短大・専門等卒群」は約 13%であ
り，両群の間には有意差があることを明らかにした。
大学院における学習は，研究指導を担当する教員との密

接な相互行為を通して進むことが必然であり，その指導過
程にはさまざまな問題が生じやすい（舟島，2015，
pp. 195-240）。また， 学位論文に取り組む過程に問題が生
じ，その解決が困難な場合，学生は教員に支援を要請する
必要がある（金谷ら，2015）。学生が，必要な時に教員に
躊躇なく支援を要請できるためには，両者の良好な関係性
が不可欠である。そのため，進学する大学院を選択するに



－  43  － J Nurs Studies NCNJ  Vol. 19  No. 1  2020

【要旨】　研究目的は，政策医療を担う医療機関に就業する看護職者の大学院進学への意向を解明し，それらの看護職者の大学院進
学やキャリア発達への支援に関わる課題を検討することである。全国の国立高度専門医療研究センターと関東地方の国立病院機構
32 病院に就業する看護職者 960 名を対象に，文献検討と研究者らの経験に基づき作成した項目を用いてインターネット調査を実
施した。データ分析には，統計学的方法を用いた。379 名（回収率 39.5％）から協力を得，このうち有効回答 367 名分を分析した。
結果は，対象者の 36.8％が将来の目標・希望の定まっていない状況にあること，28.9 % が将来の大学院進学を希望していること，
非大学卒業者も出願資格審査により大学院受験資格を得られることを知っている者が看護系短期大学・看護専門学校等の卒業者の
40.0％であったこと等を明らかにした。これらの結果は，政策医療を担う医療機関に就業する看護職者の大学院進学やキャリア発
達支援を検討するための基礎資料となる。
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当たっては，「希望する分野の学習・研究ができる」こと
はもとより，そこに「指導を受けたい教員がいる」ことが
重要である。多くの看護系大学院が，入学者選抜試験の出
願に当たり，教員との事前面談を義務づけていることもこ
の反映と推察される。　
上述の結果は，大学卒業者にとって，学生時代，短期大

学や専門学校卒業者に比べ，「大学院」という場が身近で
あり，教員との関係の重要性を感じていた可能性，「大学
院」という場が身近になかった場合，そこにおける学習に
対し，具体的かつ現実的なイメージをもちにくい状況が生
じている可能性，これらが 2群間の結果の相違につながっ
た可能性を示す。
政策医療を担う医療機関に就業する看護職者のキャリア

発達支援に向けては，看護職者個々が，「大学院における
学習」を具体的かつ現実的にイメージし，必要な情報収集
や準備ができるための支援が必要である。

Ⅵ．結　論

政策医療を担う医療機関に就業する看護職者 367 名から
収集したデータを分析し，次の結論を得た。
① 対象者の約 37%が将来の目標や希望が定まっていない
状況にあった。また，多くの者が，看護職者のキャリア
発達に関係する資格制度や教育制度への知識不足であっ
た。自律的なキャリア発達とそれにつながる目標明確化
に向け，看護職者を取り巻く社会の動向に目を向け，現
状や将来に関わる正確な情報の獲得を支援する必要があ
る。

② 対象者の約 29%が大学院進学を希望しており，その多
くは，就業を継続しながらの学習，あるいは，修了後に
元の職場に復帰することを前提とする研究休職制度や自
己研鑽休職制度の利用を希望していた。その実現を支援
する対策の充実が必要である。

③ 大学院における学習を具体的かつ現実的にイメージでき
ていない看護職者が多い可能性がある。看護職者が大学
院における学習を具体的かつ現実的にイメージできるた
めの情報獲得機会の提供は，大学院進学に必要な情報収
集や準備のための支援として重要である。

本研究は，国際医療研究開発費（29 指 1030）により実
施した。
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